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ほいく誌ファンとは
県内各地で行われているほいく誌の普
及・拡大活動を紹介し、みなさんの地域
での活動に活かしてもらうための情報紙
です。

ほいく誌の購読料(定価391円)は
約2/3がほいく誌の制作費や全国学童
保育連絡協議会の活動費に、約1/3が還
元金として愛知学童保育連絡協議会の
収入の一部となり県連協や地域の活動を
支えています。

第1回ほいく誌普及拡大会議
2026年6月14日（日）10:00～12:00

オンライン（Ｚoom）開催
各地域から19名・部員6名の計25名

今回のほいく誌ファン
No.76では、第１回普及拡大
会議にて各学童保育所や地域
連協でのほいく誌普及に向け
た取り組み内容や共有した情
報について、会議の様子を交
えて、お届けします。
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普及の推進役
•購読の意義や魅力を伝え、購読拡大に働きかける
•学童関係者以外にも積極的に声を届ける
地域目標の推進・実践
•地域ごとの目標設定を促し、具体的な取り組みにつなげる
•各学童の状況に応じた普及方法を考える
情報発信・共有
•ほいく誌の内容や魅力、取り組みを伝える
•地域内外の活動を共有し、横のつながりをつくる
読み合わせの活用
•会議や交流の場で読み合わせを行い、内容理解を深める
•発言しやすい雰囲気づくりや交流促進に活かす
きっかけづくり
•見本誌の活用や子どもの投稿（絵・作文）などを通じて関心を高める
•手に取る・読む機会を増やす工夫を行う -1-

学びの提供
•学童保育に特化した日本で唯一の月刊誌
•保護者・指導員・地域の人・学生など幅広い人に学びを届ける
•子どもの作品や保護者・指導員の声、専門家の知見など多様な内容を掲載
学童保育の理解促進
•学童保育の実践や子どもの姿を共有することで、理解を深める
•関係者だけでなく地域にも広げることで、支援の輪を広げる
交流・つながりの促進
•記事や読み合わせを通じて保護者・指導員間の交流が生まれる
•声を出しやすい場づくりや相互理解につながる
購読拡大による運動の広がり
•学童保育をよりよくするための運動につながる
•読む→共感→行動という流れを生み出す
財政的基盤の支え
•購読料は愛知学童保育連絡協議会の重要な収入源（約半分を占める）
•活動費や地域への還元金として活用される

日本の学童ほいくは、
日本で唯一の学童保育に
特化した月刊誌です♪



＼チャンネル登録お願します↑／
愛知県連協YouTube

「子どもが先に読み始めた！」

「ほいく誌を持ち帰ったら、私より先に
小学4年生の娘が開いて読んでいまし
た！「こういう読み方もあるんだな」と
感じました！父母会で広げていくスタイ
ルと、同時に子どもから広がっていくス
タイルもあるのかなと思いました！

「読んでいこうよ」と呼びかけながらも、
購読にはなかなかつながらない！

運営委員会を中心に、各学童へ「ほいく誌
を読んでいこう」と継続的に呼びかけていま
すが、購読数の拡大にはまだ至っていません。
ほいく誌の魅力を伝えながら、「これなら買っ
てもいいかな」と思ってもらえるような動き
につながるといいなと思っています。

「ちょっと読んでみよう」記事紹介、
子どもたちに投稿してもらおう！

加盟学童が減少する中で、ほいく誌の普
及の進め方について「どう続けていこうか」
が課題となっています。保護者会で「ちょっ
と読んでみよう」という形で記事を紹介した
り、子どもたちに投稿してもらって知っても
らうなど、そういった形で進めていこうかな
と考えています！

昭和区の有志の指導員さんにご
協力いただき、「ほいく誌★応援
戦隊がんばれみんなのシドウイン
レッド」ほいく誌PR動画を作成し
ています。ご協力ありがとうござ
います。

「置き場所の工夫で身近に」

机の上にほいく誌を置いてみた
ら、子どもが自然に手に取り絵を見
て話していました。しまう棚にすぐ
片付けてしまうのではなく、少し机
の上に置いておくなど、子どもが手
に取りやすい状況をつくるのも良
いなと感じました。

「載るとみんな嬉しい」
子どもの投稿から広がる！

「親しんでもらう」というとこ
ろをもっと強めていきたいと
思っていて、いろいろ取り組ん
でいます。

「指導員さんたちが読んでい
るという強みがあります！」

指導員会において毎月輪番で「ほいく誌」
の記事紹介を行い、学びを共有しています。
若い指導員にも読み継がれる中で活用が広
がり、保護者の購読につながるケースも見ら
れます。指導員さんたちが記事を読んでい
るという強みがありますので、その学びを共
有しながら、少しずつ購読が増えていけばい
いなと思っています。

-2-

https://youtube.com/channel/UCeV33qR3zAkGzH-jJmuelbA?si=bdEqw8FblPl6cfaE


2025年度地域目標 2025年度地域目標に対する結果 評価 2026年度地域目標

名
古
屋

千種区 未達成のため２０２６年度も継続 － 父母会での紹介。認知度を上げていく。

東区
東区内の指導員会議や、父母会で毎月必ず読み合
わせをする。

毎回の区連協定例会等で普及活動について
発信・検討しました

○
「読み合わせや記事の紹介を実施し、現状維持を
する」

北区
現状維持を目指します。また、区連協幹事会にて
活用を考えています。

西区 継続して購読普及に取り組みます
毎回の区連協定例会等で普及活動について
発信・検討しました

△
西区連協内の担当者を、会長学童が担って年度
ごとの活動を引き継いでいけるようにする。

中村区

①区連協・各父母会での記事紹介、購読推奨
②合同入所説明会などで見本誌掲示・閲覧機会の
提供・配布
③各学童１部以上の購読数増加

学童保管分を自由に閲覧・貸出できる体制
を整えてきましたが、、お迎え時の短時間で
は保護者が誌面に目を通す文化の定着まで
には至らず、購読数の増加には繋がりませ
んでした。
今後は区連協会議など、忙しい保護者が少
しでも内容に触れやすい工夫を作っていけ
たらと思います。

△
①区連協会議でのほいく誌会議報告、記事紹介
②合同入所説明会などでの見本誌提示による閲
覧機会の提供

昭和区
増刷を目標に、各クラブでPRして、指導委員会で
順番に記事を紹介していく

２０２６年度も引き続き行いたい △

２０２５年度の目標を引き続き、指導員会でほい
く誌の記事を紹介 読み合わせ、指導員の仕事の
理解につなげ、またその良さを保護者、地域連協
にも伝え、それを各学童でのPRに使う

瑞穂区
子どもたちが絵を投稿（こどもランドへの投稿）す
る事で作成に携わり、周知につなげる。父母会で
の紹介、認知度をあげる。

各学童へ絵の投稿などを呼びかけて、実際
に投稿した学童もあったが掲載には至らな
かった。子どもたちが絵の投稿をすること
で、ほいく誌を手にとるきっかけにはなった
が、実際に購読数を増やす所までにはなら
なかった。

△
子どもたちに絵の投稿を呼びかけることで、ほい
く誌の認知度向上を図り、購読数の増加を目指
す。

熱田区
全3学童それぞれで子どもたちの絵や文をほいく
誌に送り、ほいく誌の作成に携わることによって
認知度をUPさせ、購読を呼びかける。

目標は達成していないです。区連協加盟が
減るので、そちらに集中してしまい、ほいく
誌普及の部分まで手が回らなかったです。

－
保護者会での紹介、子どもたちの投稿で増やし
ていきたい

中川区
各学童でも、増冊を目指して取り組んでいく。また、
子どもたちにも絵を描いてもらったりしながら、
投稿を行っていく。

増冊にはいたらなかったが、減冊もならな
かった。区連協定例会での読み合わせ、合同
職員会での読み合わせは定着している。

－
引き続き、各学童でも増冊に向けた取り組みをし
ていく。定着している読み合わせも継続していく。

港区

南区 区連協幹事会で活用を考える △ 区連協幹事会で活用を考える -3-



2025年度地域目標 2025年度地域目標に対する結果 評価 2026年度地域目標

名
古
屋

守山区
見本誌などを配布したが、まだまだほいく誌
を知らない保護者も多かった。

△
父母会などでモニター制度や見本誌について紹
介し、ほいく誌の認知度を上げる

緑区
子どもたちの投稿を促し、興味深い内容を取り上
げることで、各学童にほいく誌の魅力を伝える。

子どもたちの投稿や父母に興味を持っても
らえるような声掛けをしてきたけれど、購読
などに繋がる大きな動きはなかった。区内
の他学童との情報共有が出来ておらず、目
標達成の案が少なかったことも要因の一つ
だと思う。

△
(昨年度の目標継続)子どもたちの投稿を促し、
興味深い内容を取り上げることで各学童にほい
く誌の魅力を伝える

名東区 学童にてPRする

天白区
区連協担当者会や各学童の父母会でほいく誌の
参考になる記事を紹介し、ほいく誌に触れる機会
を増やす。

担当者会などで読み合わせを行うところま
では時間の関係上至りませんでしたが、交流
会で読み合わせを行った内容を展開したり、
ほいく誌普及の意義や購読状況の共有を通
してほいく誌普及活動を行いました。 購読
数を増やすには至りませんでしたが減らさ
ない活動には繋がったと思います。

△
区連協担当者会でほいく誌会議の報告時、ほい
く誌の意義を伝え続け投稿の促しを呼びかける
など知ってもらう機会を持ち続けていく

豊橋
会議でのPRと読み合わせを実施し身近に感じて
もらい、購読と投稿増に繋げる。

役員会・運営委員会などの会議の場で読み
合わせを行うことがほぼ出来た。

△
引き続き、会議でのPRと読み合わせを実施し身
近に感じてもらい、購読と投稿増に繋げる。

岡崎
補助金削減により、人件費を確保するため、注文
冊数を削減します。

補助金の復活はかなわず、ほいく誌の注文
冊数も復活させることができませんでした。

－
前年度に引き続き、削減された補助金を復活さ
せ、ほいく誌の購読数も復活させる。

瀬戸 ー
昨年度は初めてのことで目標設定や活動を
できていませんでした。

－
子どもや保護者への認知を上げるとともに、子
ども達のイラスト投稿を促していきたいと思いま
す。

春日井

豊川
引き続き、運営委員会や指導員会などでの読み合
わせをし、子どもたちの絵を投稿などもし、保護
者の方にも目を通して頂けるようにしていく

運営委員会や指導員会では、読み合わせを
行いほいく誌を手に取る機会をもつことが
できた。

△

引き続き、運営委員会や指導員会等で読み合わ
せを行い、ほいく誌を手にとる機会を増やしてい
く。また、こどもたちの絵を投稿などもし、保護者
の方にも目を通して頂けるようにしていく。

安城 現状維持

大府
全世帯購読を継続していきます。時間がある時に
保育誌の内容を読み合わせを実施を目指します。

全世帯購読の継続達成。読み合わせも父母
会にて実施しました。

○
全世帯購読の継続。見本として市議会議員に配
布し、市の理解を深める。

2025年度の地域目標に対する結果と
2026年度の地域目標が未提出（空欄）の地域の
みなさんは右記の二次元コードより報告をお願いします。

上手に描けたら
ぜひ投稿を！
上手に描けたら
ぜひ投稿を！
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2026年4月号P.19～P.21
「明日も行きたいな」と思える
学童保育であることを願って（卒所生の投稿）

現役の保護者にとって、卒所生の声は「学童での経
験がこんな学びに繋がるんだ」という大きな安心感に。
読み合わせは普段、発言しづらい会議の場を和ませ

対話を生む最高のツールです。

「学童で育った卒所生のリアルな声に感動！」
「うちの学童でも同じことやってるよね、
と話題づくりのよいきっかけになる」

ほいく誌部員からの
よりすぐりの
おすすめページです♪

4月号P.22～P.24
 かけがえのない子育ての
日々を親子で楽しく！

5月号P.16～P.21
学童保育で見つけた
子ども・保護者・指導員が
つくる最高の放課後

6月号P.29～P.33
夏休みの昼食は、

「生活づくり」のチャンス

6月号P.66～P.71
みんなのなかですてきな
自分を感じる経験を
つくる保育

ぜひ読んでみて
ください♪

ほいく誌の内容
を知る機会に

発言しやすい
会議とする
ために

購読数の
維持・拡大
のため

ほいく誌を手にして
開いてもらう切っ掛けに！
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2026年10月18日
第1回ほいく誌交流会 2026年12月13日

第2回ほいく誌交流会

2027年2月14日
第2回ほいく誌普及拡大会議

【お問い合わせ先】
ほいく誌部会（愛知学童保育連絡協議会・名古屋市学童保育連絡協議会）

〒456-0006名古屋市熱田区沢下町9-7-308
TEL：052-872-1972  FAX：053-308-3324
Email: HP：

QR コード

自動的に生成された説明

http://gakdou.me/

http://gakdou.me/
hoikushi@gakudou.biz

hoikushi@gakudou.biz  

昨年度の活動を踏まえ
て、今年度は認知度を
上げる普及をしていこ
うと思います。

購読数が減少している要因の１
つとして、活字離れが挙げられ
ていた。確かに年々本を購入す
る人は減少している、その反面、
スマホやタブレットを活用した
本や漫画などの利用は増加傾
向になるのが実状だと思ってい
ます。

普及拡大会議とはハードル
が高いように思いますが、
少しでもほいく誌を身近に
感じてもらい関わったり購
読増に繋がれば開催の意
義があるので今後も活動
に期待します。

昨今の社会事情や物価高騰などを鑑み
ると、減少に拍車がかかるのではないか
と改めて感じました。学童保育を関係者
以外にも知ってもらうためのほいく誌部
会の活動については分かりましたが、読
んでもらえない・経営的理由で冊数が増
えないについても別の手段で対策が打
てないものなのかと、会議に参加してい
て感じました。

ほいく誌の購読が年々
減少しているとの事で、
今年度も父母会等でほ
いく誌の内容をたくさん
紹介して保護者に周知さ
せていきたいと思います。

学童ほいく誌は、毎号読ん
でいます。毎回楽しみにして
います。良さを伝えていくの
はむずかしいですが、できる
ことしたいと思います。

参加者アンケートの
一部を紹介します。

ほいく誌担当者のみなさん、ぜひご予定
ください♪交流会はどなたも参加歓迎です♪

※7月1日現在の予定です。

「いっぺん読んでみゃ～」を

毎月発行しています。

愛知県内からの投稿が

紹介されています。

ぜひ読んでみてくださいね♪
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